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農
業
委
員
会
委
員
の

選
出
に
つ
い
て
同
意

す
る
も
の
。
主
な
も
の
は
、

総
務
費
の
庁
舎
管
理
に
要
す

る
経
費
１
３
３
３
万
円
、
広

域
行
政
に
関
す
る
経
費
２
０

０
万
円
の
ほ
か
、
民
生
費
の

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備

推
進
事
業
に
要
す
る
経
費
８

９
６
万
円
が
増
額
さ
れ
た
。

問　

本
庁
舎
の
耐
震
改
修
工

事
を
す
る
と
、
新
庁
舎
建
設

時
に
交
付
税
措
置
が
適
用
さ

れ
な
い
と
の
事
で
、
財
源
的

に
懸
念
さ
れ
る
が
、
新
庁
舎

建
設
は
、
計
画
通
り
進
め
る

つ
も
り
か
。

答　

耐
震
診
断
の
結
果
、
特

に
本
庁
舎
が
弱
い
こ
と
が
判

明
。
市
民
や
職
員
に
危
害
が

及
ば
な
い
よ
う
、
震
度
６
程

度
の
地
震
で
は
倒
壊
し
な
い

よ
う
な
耐
震
改
修
を
し
た
い
。

新
庁
舎
建
設
は
、
今
後
も
庁

内
で
協
議
し
、
庁
舎
建
設
特

別
委
員
会
に
も
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
再
検
討
す
る
が
、

当
面
は
今
の
計
画
で
進
め
て

い
き
た
い
。

筑
後
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
税
額
軽
減
の
所
得

判
定
基
準
を
改
正
す
る
も
の
。

　

改
正
の
内
容
は
、
平
等
割

及
び
均
等
割
の
２
割
軽
減
の

対
象
と
な
る
世
帯
の
判
定
所

得
を
（
33
万
円
＋
48
万
円
×

被
保
険
者
数
）
か
ら
（
33
万

円
＋
49
万
円
×
被
保
険
者
数
）

へ
変
更
。
ま
た
、
５
割
軽
減

の
対
象
と
な
る
世
帯
の
判
定

所
得
を
（
33
万
円
＋
26
・
５

万
円
×
被
保
険
者
数
）
か
ら

（
33
万
円
＋
27
万
円
×
被
保

険
者
数
）
に
引
き
上
げ
る
も

の
。

平
成
29
年
度
筑
後
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

平
成
29
年
度
の
予
算
総
額

を
１
５
０
６
万
円
増
額
し
、

１
９
１
億
６
８
０
６
万
円
と

　

臨
時
会
で
は
「
平
成
29

年
度
筑
後
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
」
と
「
筑
後

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

の
専
決
処
分
の
承
認
」
の

２
件
を
可
決
し
た
。

　

５
月
13
日
、
馬
場
政
英

議
員
が
、
１
期
任
期
半
ば

で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

筑
後
市
議
会
で
は
、
臨

時
会
に
お
い
て
、
全
員
で

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
馬
場
政
英
議
員
の
功
績

を
称
え
、
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
、
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　６月定例会では、提案された１６議案（人事案件１０件、意見書２件、委員会提案、議長
発議各１件含む）を原案どおり可決しました。
　一般会計補正予算では、市役所本庁舎の耐震改修工事を実施するための設計業務委託料
１３３３万円などを盛り込んだ１５０６万円が増額されました。市役所本庁舎については、
震度６強の地震により「倒壊または崩壊する可能性が高い」と診断されたことから、今後、
応急の補強工事が始まります。
　最終日には、農業委員会等に関する法律の改正による、農業委員会委員の選出方法の変更
後、初めて１０人の委員が議会で同意されました。

（
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
）

（
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
）

平成29年

6月定例会
6月9日〜23日

主
な
議
案
と
質
疑

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
出

方
法
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
が
改
正
さ
れ
、
公
選
制
か

ら
、
議
会
の
同
意
を
得
て
市

長
が
任
命
す
る
方
法
へ
と
変

更
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
委
員
選
任
に
は
農

業
委
員
の
う
ち
、
過
半
数
が

認
定
農
業
者
（
※
）
で
あ
る

こ
と
や
利
害
関
係
者
以
外
の

者
や
、
女
性
及
び
青
年
が
含

ま
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
新
た
に
農
業
委
員

会
委
員
10
人
に
つ
い
て
同
意

し
た
。
ま
た
任
期
は
今
年
７

月
20
日
か
ら
平
成
32
年
７
月

19
日
ま
で
の
３
年
と
な
っ
て

い
る
。

　

※
法
律
に
基
づ
き
、
農
業

者
が
５
年
後
の
経
営
改
善
目

標
を
記
載
し
た
農
業
経
営
計

画
を
作
成
し
、
市
が
認
定
す

る
。
認
定
農
業
者
へ
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
措
置
が
あ
る
。

　

田
中　

謙
男
（
江　

口
）

　

永
松　

久
昌
（
前　

津
）

　

城
戸　

孝
行
（
熊　

野
）

　

實
本　
　

太
（
尾　

島
）

　

田
島　

照
臣
（
野　

中
）

　

井
寺
知
江
子
（
庄　

島
）

　

成
清　

輝
美
（
北
長
田
）

　

⻆　
　

豊
明
（
上　

町
）

　

冨
安　

春
二
（
庄　

島
）

　

田
中　

瑞
廣
（
江　

口
）

　

（
敬
称
略
）

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書　

教
育
予
算
の
確
保
と
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

意
見
書
は
、
関
係
大
臣
等
へ

送
付
。

 農業委員会 委員１０人を決定 
農業委員会制 度改革後、初の選出 　

意
見
書
案
２
件

５
月
26
日
臨
時
会

馬
場
政
英
議
員
逝
去

議案等に対する賛否状況 （※賛否が分かれた議案のみ掲載しています。）

議案名 結
果

大
藪
健
介

永
松
孝
信

坂
井
久
子

松
竹
卓
生

辻
義
満

村
上
博
昭

近
藤
佳
治

冨
安
伸
志

北
島
一
雄

貝
田
晴
義

山
下
秀
則

矢
加
部
茂
晴

中
富
正
徳

坂
本
好
教

田
中
親
彦

貝
田
義
博

弥
吉
治
一
郎

原
口
英
喜

農業委員会委員の任命
（10議案）

可
決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 棄

権 -

※原口英喜議長は採決には加わりません。　○賛成　●反対

平成29年7月九州北部豪雨において被災された皆さまに
謹んでお見舞いを申し上げます。

犠牲になられた方のご冥福と、１日も早い復旧・復興を
心よりお祈りいたします。

（
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
）

（
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
）

（
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
）

委
員
の
紹
介


